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インド人による占い 1 Chapter　l　1Chapter　I　1 ［1］i
タリット家の晩餐 口 2 2 u
ゴキブリ取り競争 A1～A3 3 3 血
散歩のエピソード 皿 なし なし ［2］i
スコービーの出発 】v Chapter　O Chapter　H u
　グリーンはく散歩のエピソード〉を全集版に復
活させた理由を次のように言う。「この小説の最
初の原稿の中では、ヒル・ステーションの下を走
る廃棄された線路沿いを、夕方になって散歩する
スコウビー夫人とウィルスンの間で一場が演じら
れていた。第二部第一章の終りと第二部第二章の
始めの間である。これはスコウビー夫人の性格を
もっと好意的な立場から見たものだ。しかしその
場面はウaルスンの目をとおして描かれなければ
ならなかった」。そのためにはこの場面に先立つ
くゴキブリ取り競争〉の中で、ウィルスンの性格
描写を推し進あ、同時に視点の設定をウィルスン
の内面に切り替えなければならない。それを示
す、A2稿から削除された3つの文章（1）（2）（3）を取
り上げてみたい。
（1） It　was　like　uarrelin　With　onels　own　ima　e　hl　the　lass．“I　was　crazy，”he　thought．‘’What
made　me　fiy　out　like　that？IVe　lost　a」田endra丑由＿
　（1）の削除部分はウィルスンの性格を発展させて　　務めるスコウu“一について形容される、Scobie
いる。the　sense　of　justiceが港町で警察副署長を　　the　Justと強く共鳴しているからである。
（2）　　That　night　it　took㎞along　while　to　sleep，　and　when　he　slept　at　last　he　drea皿ed　tllat　he
had　committed　a田田k　c亘me　so　that　he　woke　with　the　sense　of　ilt　st沮hea　uol1㎞．　Hk
，
　　シ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
gn　his　way　down　to　brealrfast　he　paused　outside　Hanis’s　door．　There　was　no　sound．
WheH　AShews
（2）の文章で語り手は、「ウィルスンは殺人を犯　　スンの内面に視点を据えてその意識を語る。ウィ
した夢を見た」と言ったあとで、明らかにウィル　　ルスンがタリットとも、n　一一　tfフとも取れるシリ
4
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ア人警官に追われた、という描写はスコウビーの　　意識にも当てはまることを暗示している。
（3）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt°
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，
ltill－a－irappy－ti1eugiitil
　（3）の文章も（2）と同様に、ウィルスンの内面描写
を行うことによって、このエピソードをはっきり
とウィルスンの視点から語ろうとした意図を知る
ことができる。
　しかしウaルスンの内面を描写することは、そ
れまで維持してきたスコウビーの視点描写の一貫
性に破綻を生じさせる。少なくとも作者は、ここ
でこの場面を持ちだすのはスコウビーの視点を崩
してしまう点で時期尚早だと思ったと言う。した
がって作者はウィルスンの内面からの視点描写を
避けるために、少なくともこの3つの文章を削除
しないわけにはいかなかった。けれどもこの3か
所を除くテクストの大部分は登場人物の性格描写
を阻害するよりは、むしろプロットの進展を促し
ていると判断して、〈ゴキブリ取り競争〉を残す
ことに決めたと考えることができないだろうか。
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